
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：国道・防災課
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事業名 国道１７３号道路改築事業 事業 一般国道 事業 兵庫県

平野山下拡幅 区分 主体
ひらのやました

起終点 自：川西市平野 延長
かわにししひらの

至：川西市山下 4.08km
かわにししやました

事業概要 一般国道173号は、大阪府池田市を起点とし、京都府綾部市に至る延長約71㎞の幹線道路であ

る。平野山下拡幅は、兵庫県東部を南北に結ぶ重要路線にあって、住宅団地の開発等による混雑が著しい

川西市平野から同市山下に至る区間において、渋滞を解消し、安全・円滑な交通の確保を図ることを目的

とした延長4.08kmの４車線道路である。

Ｈ8年度事業化 Ｓ32年度都市計画決定 Ｈ8年度用地着手 Ｈ8年度工事着手

（Ｓ58年度変更）

全体事業費 104億円 事業進捗率 96％ 供用済延長 2.63km

計画交通量 41,600台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 16/118億円 328/328億円 平成17年(事業全体)

114億円 走行時間短縮便益：307/307億円2.8 事 業 費：12/

4億円 走行費用減少便益：13/13億円(残事業) 維持管理費： 4/

交通事故減少便益：8/8億円20.0

感度分析の結果

事業の効果等

円滑なモビリティの確保（現道等の年間渋滞損失時間の削減）

歩行者・自転車のための生活空間の形成（歩行者・自動車の通行の快適・安全性の向上） 他５項目

関係する地方公共団体等の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

平成11年度に第二名神高速道路が新規事業着手され、平成13年度新規事業着手した(一)川西インター線を

経由して東畦野交差点で本路線に接続予定。用地単価下落等の影響で事業費が約１３．４億円減少した。

事業の進捗状況、残事業の内容等

Ｈ８年度から事業着手し、全区間において用地買収に着手。

Ｈ１５年３月に約０．５km、Ｈ１５年１０月に約０．５ｋｍ、平成１６年１月に約０．５km、平成１６年

８月に約０．３km、平成１７年５月に約０．６kmを供用（平野工区完成 。）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

用地買収率は９７％を越えており、早期事業効果を発現するために、土地収用法に基づく事業認定手続き

を進めており、Ｈ１８年度前半までに用地買収を完了させる。

施設の構造や工法の変更等

対応方針

対応方針決定の理由 事業進捗が約９６％であり、平成１８年度完成の見込みが立っていることか

ら、継続して事業を実施する必要がある。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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